
2727

校
学
小
水
清

校
学
小
市
古

校
学
小
宮
大

校
学
小
殿
高

校
学
小
西
宮
大

校
学
小
江
生

校
学
小
北
城

校
学
小
路
小
森
新

校
学
小
橋
子
太

校
学
小
南
殿
高
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電話番号 06-6928-3561
校 長 名 岡本　和也
標準服の有無 無

生江

学校ホームページ
http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/

index.php?id=e681515
大阪市立生江小学校

＊各調査の概要については、14･15ページをご覧ください。

学校の概要

主な学校行事

小学校

携帯サイト

児童数､学級数（令和６年5月1日現在）

学校公開･説明会 日程
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●学 校 公 開／

●学校説明会／ …学校公開中に随時開催9月19日（木）
10月 5日（土）…学校公開中に随時開催

9月19日（木）
10月 5日（土）

…
…

学習参観
防災学習  
 

＊参加にあたっては必ず12・13ページをご確認ください。
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特別支援学級

本校は、昭和17年に創立され、今年で開校82年目を迎えた学校です。学校教育目標を「人権尊重の精神と態度を養い、明
るくたくましく生きる子を育てる」としています。子ども一人一人を教職員の目で見て、良さを認め、伸ばし、主体的に学習
に取り組める環境づくりに努めています。また、子どもたち同士の学年を超えたつながりが深く、あたたかい雰囲気の学校で
す。

9:45～12:25　
8:50～11:30　

9月19日（木）
10月 5日（土）
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家庭訪問、学習参観・懇談会、交通安全教室
地域別子ども会・集団下校、たて割り班顔合わせ集会
避難訓練（火災）
ジャンプアップ教室開始（放課後学習教室）
全校遠足、人権全校集会、なわとび週間
平和学習、菖蒲園・千人塚お参り、戦跡めぐり（６年）
学習参観
学期末個人懇談会、平和学習、学習会・プール開放
林間学習（５年）
地域別子ども会・集団下校
学習参観、漫才ワークショップ
秋の校外学習、修学旅行（６年）、防災学習
運動会、非行防止教室（５年）、人権全校集会
作文発表会、生江フェスティバル、学期末個人懇談会  
大なわ週間 
かけあし週間、卒業遠足（６年）
クラブ見学会
学習参観・学級懇談会、作品展  
卒業お祝い集会、茶話会・感謝の会

●結果の概要／令和５年度の平均正答率は、全国平均と比較して、国語科で、わ
ずかに下回る結果となったが、平均無解答率は、０％となっている。算数科では
全国平均と比較すると、平均無解答率が大きく下回る結果となり、粘り強く問
題に取り組んだことが伺えたが、平均正答率は下回る結果となった。
これらの結果より、どの問題に対しても最後まで粘り強く取り組む姿勢が表れ
ている。
●取組の成果／【国語】全国平均と比較して「知識・技能」において上回ってい
る。しかし、「思考・判断・表現」においては下回っており、特に「話すこと・聞
くこと」に関して課題がみられる。
【算数】全国平均と比較して、すべての観点において下回った結果となってい
る。算数科の学習については、全般的に課題がみられる。様々な資料から情報を
読み取る力の育成と生活体験から考える習慣づくりを行っていく必要がある。
●今後の取り組むべき課題／学力向上については、引き続き、研究推進委員
会や校内研修担当者を中心として、児童の学力分析をすすめ、組織的な取組
の推進を図る。
国語科では、授業中の交流活動を意識することで、「自分の考えを表現する
力」について向上をめざす。
算数科では、基本的な知識の習得をベースに学習を勧め、算数的活動を中心
とした目的意識をもって主体的に学習を進める中で、問題解決能力の向上
をめざす。

●結果の概要／男女とも、体力合計点が全国平均・大阪市平均を上回って
いる。特に 20m シャトルランについては大きく上回っている。また、質
問事項「運動やスポーツをすることは好きですか」において、肯定的回答
をする児童が多く、1週間の総運動量が60分未満の児童の割合が、全国・
大阪市平均を大幅に下回っている。
●取組の成果／学校として「かけあし週間」や「なわとび週間」など児童の
体力向上の取組を行っている。また、体育の授業について楽しく取り組め
ていることも体力合計点の向上の一助になっていると考えられる。
●今後の取り組むべき課題／「握力」についての課題が見られる。引き続
き、授業の帯活動としてトレーニングを行いたい。体育部を中心に児童
の「握力」に焦点を当て、鉄棒や跳び箱などで様々な手立てを考えていき
たい。

全国学力･学習状況調査及び全国体力･運動能力､運動習慣等調査
令和５年度全国学力・学習状況調査 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査
※大阪市教育委員会では、令和５年度「全国学力・学習状況調査」「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」については、調査参加学年が単学級の学校の校長は、調査結
果及び調査結果から明らかになった現状等を公表しないことができるものとしており、本校では、個人の結果が特定される恐れがあるため平均正答率を含む調査
結果は公表いたしません。


